
 

 

 

 

石川県立九谷焼技術研修所 令和７年度デザイン支援事業成果作品展 

「進化する九谷 ―イロハの破― 」の開催について 

 

石川県立九谷焼技術研修所では、九谷焼の作り手を対象に「デザイン支援事業」（※下記

参照）を実施しています。この度、令和７年度の成果作品展を下記のとおり開催いたします。 

本展示会では、これからの九谷焼の可能性を広げる取り組みの成果作品をご紹介いたします。

作り手たちが個々に掲げているテーマへの思いと、取り組みへの真摯な姿を取材していただき

たく、ご案内申し上げます。 

 

１ 日時・会場  【金沢展】 

① 日 時 令和８年３月２４日（火）～３月３０日（月） 

    10 時～18 時（最終日１２時まで・会期中無休） 

②会 場 しいのき迎賓館ギャラリーＢ（金沢市広坂２丁目１－１） 

 

【能美展】 

① 日 時 令和８年３月３１日（火）～４月１９日（日） 

      9 時～17 時（月曜休） 

②会 場 九谷焼技術者自立支援工房ギャラリー彩（支援工房九谷） 

（能美市泉町南３８番地 九谷陶芸村内） 

    

２ 出 品 者  令和７度デザイン支援事業 受講者８名 

 

３ 内 容  受講者がそれぞれ設定したテーマに基づき制作した約３０点を展示 

します。 

※開発テーマと制作品の例 

開発テーマ 製作品 

「現代の居住空間に設えるモダン九谷の可能性」 自然の移ろいを表現したオブジェ 

「家での食事を贅沢に楽しむうつわの制作」 独自の文様を生かした皿や鉢 

 

４ そ の 他  金沢展では、作品講評会を 3 月 25 日（水）10 時～12 時に実施します。 

         また、しいのき迎賓館ギャラリーAでは、九谷焼技術研修所卒業制作作 

品展を同時開催しています。 

 

※デザイン支援事業について              

・受講生それぞれがテーマを設定し、年 7 回の検討会を通じて専門家のアドバイスを受けながら、現代の

ニーズに沿った新しいデザインや工夫を加えた新商品開発を目指す取り組み。 

＜アドバイザー＞ 陶芸家 板橋 廣美 氏 

金沢美術工芸大学デザイン科教授 畝野 裕司 氏 

・平成１７年以降、約９０名が受講。食器やアクセサリー、照明器具などのインテリア商品等、こ

れまでに多くの新商品が誕生している。 

令和８年３月１９日 
九谷焼技術研修所 
技術指導課 宮下 
TEL 0761-57-3340 






